
と
ば
り
き
ゅ
う

鳥
羽
離
宮

7
知
る

■
鳥
羽
離
宮
っ
て
何
？

鳥
羽
離
宮
（
鳥
羽
殿
）
は
、
白
河
天
皇
（
一
〇
五
三
～
一
一
二
九
）

と

ば

ど

の

が
創
建
し
た
譲
位
後
の
御

所
で
す
。
現
在
の
京
都
市

南
区
上
鳥
羽
、
伏
見
区
竹

か

み

と

ば

田
・
中
島
・
下
鳥
羽
一
帯

し

も

と

ば

に
あ
り
ま
し
た
。
鳥
羽
上

皇
（
一
一
〇
三
～
五
六
）

の
代
に
ほ
ぼ
完
成
し
、
十

四
世
紀
頃
ま
で
代
々
院
御

所
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し

た
。敷

地
は
約
百
八
十
町

百
（

八
十
万
平
方
メ
ー
ト
ル

。
）

鳥
羽
殿
を
構
成
す
る
南
殿

・
北
殿
・
泉
殿
・
馬
場
殿

・
田
中
殿
な
ど
の
御
所
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
御
堂
が
附

属
し
、
広
大
な
池
を
持
つ

庭
園
が
築
か
れ
ま
し
た
。

讃
岐
守
高
階
泰
仲
ら
受
領
層
が
造
営
を
請
負
い
、
資
材
が
諸
国
か

た
か
し
な
の
や
す
な
か

ず
り
よ
う

ら
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
院
の
近
臣
を
は
じ
め
と
す
る
貴
族
か
ら

雑
人
に
至
る
ま
で

鳥
羽
殿
周
辺
に
宅
地
が
与
え
ら
れ

仏
所
や
御
倉
町

、

、

み

く

ら

ま

ち

な
ど
も
造
ら
れ
た
の
で
「
あ
た
か
も
都

遷
の
如
し
」
だ
っ
た
と
い
わ

み
や
こ
う
つ
り

れ
て
い
ま
す
。

院
政
期
の
鳥
羽
は
、
京
・
白
河
と
と
も
に
政
治
・
経
済
・
宗
教
・
文

化
の
中
心
地
だ
っ
た
の
で
す
が
、
南
北
朝
の
内
乱
期
、
戦
火
に
よ
り
多

く
の
殿
舎
が
焼
失
し
、
そ
の
後
急
速
に
荒
廃
し
て
い
き
ま
し
た
。

昭
和
三
十
八
（
一
九
六
三
）
年
の
名
神
高
速
道
路
京
都
南
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
建
設
以
後
、
附
近
一
帯
の
景
観
は
一
変
し
ま
し
た
。

鳥
羽
離
宮
御
堂
一
覧

■

名
称

成
立
年

発
願
者

御
所

証
金
剛
院

康
和
三
（
一
一
〇
一
）
年

白
河
上
皇

南
殿

し
よ
う
こ
ん
ご
う
い
ん

成
菩
提
院

天
承
元
（
一
一
三
一
）
年

鳥
羽
上
皇

泉
殿

じ
よ
う
ぼ
だ
い
い
ん

勝

光

明

院

保
延
二
（
一
一
三
六
）
年

鳥
羽
上
皇

北
殿

し
よ
う
こ
う
み
よ
う
い
ん

安
楽
寿
院

保
延
三
（
一
一
三
七
）
年

鳥
羽
上
皇

東
殿

あ
ん
ら
く
じ
ゆ
い
ん

金
剛
心
院

久
寿
元
（
一
一
五
四
）
年

鳥
羽
上
皇

田
中
殿

こ
ん
ご
う
し
ん
い
ん
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■
鳥
羽
っ
て
ど
ん
な
所
？

か
つ
て
鴨
川
は
竹
田
の
東
側
を
流
れ
、
下
鳥
羽
の
南
で
桂
川
と
合
流

か
も
が
わ

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
旧
鴨
川
と
桂
川
の
合
流
点
附
近
に
位
置
す
る
鳥

羽
の
地
は
、
陸
路
は
山
陽
道
、
水
路
は
淀
川
を
経
て
瀬
戸
内
海
へ
通
じ

る
水
陸
交
通
の
要
所
で
し
た
。
運
ば
れ
て
く
る
物
資
の
多
く
は
、
都
に

最
も
近
い
鳥
羽
の
港
で
陸
揚
げ
さ
れ
ま
し
た
。

京
と
鳥
羽
の
間
は
お
よ
そ
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
平
安
京
造
都
時
に
朱

雀
大
路
を
真
南
に
延
長
さ
せ
て
整
備
し
た
と
考
え
ら
れ
る
「
鳥
羽
の

作

道
」
は
、
平
安
京
羅
城
門
か
ら
鳥
羽
へ
至
る
幹
線
道
路
と
な
り
ま

つ
く
り
み
ち

し
た
。

鳥
羽
は
水
郷
が
広
が
る
風
光
明
媚
な
場
所
だ
っ
た
の
で
、
狩
猟
や
遊

興
の
地
と
し
て
も
知
ら
れ
ま
し
た
。
十
世
紀
初
頭
に
は
左
大
臣
藤
原
時

平
が
別
業
「
城
南
水
閣
」
を
、
十
一
世
紀
に
は
備
前
守
藤
原
季
綱
が

せ
い
な
ん
の
す
い
か
く

す
え
つ
な

山
荘
を
営
み
ま
し
た
。
季
綱
が
白
河
天
皇
に
献
上
し
た
地
を
中
心
に
営

ま
れ
た
の
が
鳥
羽
殿
で
す
。

■
天
皇
の
墓
所

鳥
羽
殿
を
営
ん
だ
白
河
上
皇
は
、
東
殿
に
自
ら
の
墓
所
と
し
て
三
重

塔
を
建
立
し
ま
し
た
。
鳥
羽
上
皇
は
、
白
河
上
皇
の
例
に
な
ら
い
、
安

楽
寿
院
に
三
重
塔
（
本
御
塔
）
を
、
続
い
て
新
御
塔
を
築
き
ま
し
た
。

ほ

ん

み

と

う

し

ん

み

と

う

（

）

、

、

保
元
元

一
一
五
六

年

鳥
羽
上
皇
が
安
楽
寿
院
で
亡
く
な
る
と

遺
言
に
従
い
本
御
塔
に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た

新
御
塔
は

美
福
門
院

鳥

。

、

（

び
ふ
く
も
ん
い
ん

羽
天
皇
皇
后
）
の
墓
所
に
予
定
し
て
建
立
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
女
院

は
高
野
山
に
葬
ら
れ
た
た
め
、
新
御
塔
に
は
女
院
と
鳥
羽
上
皇
と
の
間

に
生
れ
た
近
衛
天
皇
の
遺
骨
が
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。

鳥
羽
殿
は
、
院
政
を
始
め
た
白
河
・
鳥
羽
二
代
の
上
皇
と
、
鳥
羽
・

美
福
門
院
系
統
の
天
皇
の
墓
所
と
い
う
性
格
も
備
え
て
い
ま
し
た
。

歩
く
／
見
る

■
鳥
羽
離
宮
跡

南
区
・
伏
見
区

と

ば

り

き

ゆ

う

あ

と

鳥
羽
殿
の
築
山
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
秋
の
山

（
伏
見
区
中
島

」

御
所
ノ
内
町
）
を
中
心
と
す
る
一
帯
は
、
現
在
、
鳥
羽
離
宮
公
園
と
し

て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
（
国
指
定
史
跡

。
ま
た
、
石
標
「
白
河
法
皇

）

・
鳥
羽
法
皇
院
政
の
地
」
が
伏
見
区
竹
田
浄
菩
提
院
町
に

「
鳥
羽
離

、宮
田
中
殿

跡
」
が
伏

見
区
竹
田

田
中
殿
町

(

田
中
殿
公

園
内)

に
建

立
さ
れ
て

い
ま
す
。

田
中
殿
と

は
鳥
羽
上

皇
の
皇
女

八
条
院
の

。

御
所
で
す

鳥
羽
殿

跡
の
発
掘

調
査
は
、

鳥羽離宮復元図(平安京探偵団 http://homepage1.nifty.com/
heiankyo/ より転載)
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名
神
高
速
道
路
建
設
に
際
し
、
昭
和
三
十
五
（
一
九
六
〇
）
年
か
ら
始

め
ら
れ
ま
し
た
。
奈
良
文
化
財
研
究
所
所
長
藤
田
亮
氏
の
も
と
、
同
研

究
所
の
杉
山
信
三
氏
ら
を
中
心
と
し
て
調
査
が
す
す
め
ら
れ
、
昭
和
三

十
七
年
に
は
田
中
殿
の
遺
構
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
杉
山
氏
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
鳥
羽
離
宮
跡
調
査
研
究
所

は
、
昭
和
四
十
七
年
以
降
毎
年
継
続
調
査
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
に
た
く

。

、

、

さ
ん
の
遺
跡
や
遺
物
を
発
掘
し
て
い
ま
す

な
お
同
研
究
所
は

現
在

財
団
法
人
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
が
引
き
継
い
で
い
ま
す
。

■
安
楽
寿
院

伏
見
区
竹
田
中
内
畑
町

あ
ん
ら
く
じ
ゅ
い
ん

真
言
宗
智
山
派
。
市
指
定
史
跡
。
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
重
要

文
化
財

。）

安
楽
寿
院
は
保
延
三
（
一
一
三
七
）
年
、
鳥
羽
上
皇
の
御
願
に
よ
っ

て
東
殿
に
創
建
さ
れ
た
御
堂
で
す
。
翌
々
年
、
院
の
近
臣
藤
原
家
成
が

い
え
な
り

造
進
し
た
三
重
塔
（
本
御
塔
）
の
落
慶
供
養
が
行
わ
れ
、
九
体
阿
弥
陀

堂
、
新
御
塔
、
不
動
堂
も
相
次
い
で
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
本
御
塔
は
、

の
ち
鳥
羽
上
皇
の
墓
所
と
な
り
ま
し

た
。安

楽
寿
院
に
は
多
く
の
荘
園
が
寄
進

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
荘
園
は
安
楽

寿
院
領
と
呼
ば
れ
、
鳥
羽
上
皇
か
ら
、

美
福
門
院
と
の
間
に
誕
生
し
た
皇
女
八

条
院
に
譲
ら
れ
ま
し
た
。
安
楽
寿
院
領

を
中
心
と
し
た
八
条
院
領
は
、
女
院
の

猶
子
な
ど
の
手
を
経
て
亀
山
上
皇
に
伝

え
ら
れ
、
大
覚
寺
統
の
重
要
な
資
産
と

な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
安
楽
寿
院
は
た
び
た
び
災
禍
に
遭
い
衰
微
し
ま
し
た
が
、

豊
臣
秀
吉
・
秀
頼
父
子
が
再
興
。
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
（
一
八
六
八
年
）

、

。

、

で
は
官
軍
の
本
営
と
な
り
ま
し
た
が

兵
火
を
免
れ
ま
し
た

し
か
し

わ
ず
か
に
残
っ
て
い
た
諸
堂
も
、
昭
和
三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
の
第

二
室
戸
台
風
な
ど
で
倒
壊
し
、
の
ち
本
堂
が
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

（

）

（

）

弘
安
十

一
二
八
七

年
二
月
の
銘
が
あ
る
五
輪
塔

重
要
文
化
財

や
、
室
町
末
期
か
ら
近
世
初
期
の
作
と
考
え
ら
れ
る
鳥
羽
上
皇
・
美
福

門
院
・
八
条
院
の
肖
像
画
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

■
鳥
羽
天
皇
安
楽
寿
院
陵

伏
見
区
竹
田
浄
菩
提
院
町

と

ば

鳥
羽
殿
で
亡
く
な
っ
た
鳥
羽
上
皇
は
、
遺
言
に
従
っ
て
安
楽
寿
院
の

三
重
塔
（
本
御
塔
）
に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
塔
は
白
河
天
皇
陵
に

な
ら
っ
て
、
鳥
羽
上
皇
が
造
営
し
た
も
の
で
す
が
、
永
仁
四
（
一
二
九

六
）
年
に
焼
亡
。
現
在
の
御
陵
は
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
に
造
営
さ

れ
た
法
華
堂
で
す
。

■
近
衛
天
皇
安
楽
寿
院
南
陵

伏
見
区
竹
田
浄
菩
提
院
町

こ

の

え

近
衛
天
皇
の
遺
骨
は
安
楽
寿
院
に
所
属
し
て
建
立
さ
れ
た
新
御
塔
に

納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
塔
は
鳥
羽
天
皇
の
皇
后
だ
っ
た
美
福
門
院

（
一
一
一
七
～
六
〇
）
の
墓
所
に
予
定

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
女
院
が
高
野
山

に
埋
葬
さ
れ
た
た
め
、
息
子
近
衛
天
皇

一
一
三
九
～
五
五

の
遺
骨
が
知
足
院

（

）

ち

そ

く

い

ん

（

）

。

北
区
紫
野

か
ら
改
葬
さ
れ
ま
し
た

（

）

現
在
の
建
物
は
慶
長
十
一

一
六
〇
六
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年
、
豊
臣
秀
頼
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
多
宝
塔
で
す
。

■
白
河
天
皇
成
菩
提
院
陵

伏
見
区
竹
田
浄
菩
提
院
町

し
ら
か
わ

白
河
上
皇
は
こ
の
地
に
自
ら
の
墓
所
と
し
て
三
重
塔
を
建
立
し
ま
し

た
。
上
皇
は
大
治
四
（
一
一
二
九
）
年
に
亡
く
な
る
と
、
火
葬
後
、
遺

骨
は
一
旦
香
隆
寺
（
北
区
）
に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。
三
重
塔
に
付
属
し

こ
う
り
ゆ
う
じ

て
御
堂
成
菩
提
院
が
完
成
す
る
と
、
遺
言
に
従
っ
て
同
塔
内
に
改
葬
さ

じ
よ
う
ぼ
だ
い
い
ん

れ
ま
し
た
。

御
陵
は
現
在
三
十
三
メ
ー
ト
ル
の
正
方
形
で
す
が
、
発
掘
調
査
に
よ

り
も
と
は
一
辺
五
十
六
メ
ー
ト
ル
の
正
方
形
、
周
囲
に
は
幅
約
八
メ
ー

ト
ル
の
堀
が
巡
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

■
北
向
不
動
院

伏
見
区
竹
田
浄
菩
提
院
町

き
た
む
き
ふ
ど
う
い
ん

寺
伝
に
よ
る
と
、
大
治
五
（
一
一
三
〇
）
年
鳥
羽
上
皇
の
勅
願
に
よ

り
建
立
。
本
尊
不
動
明
王
は
覚
鑁
（
興
教
大
師
）
作
と
伝
え
、
王
城
鎮

か
く
ば
ん

護
の
た
め
北
向
き
に
安
置
さ
れ
た
こ
と
か
ら

「
北
向
不
動
尊
」
と
呼

、

ば
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

も
と
は
天
台
宗
延
暦
寺
末
寺
で
し
た
が
、
現
在
は
単
立
寺
院
。
今
の

、

（

）

、

。

建
物
は

正
徳
二

一
七
一
二

年

東
山
上
皇
の
寄
進
に
よ
る
も
の

な
お
、
鳥
羽
上
皇
の
誕
生
日
正
月
十
六
日
に
は
大
護
摩
が
修
さ
れ
て

い
ま
す
。
俗
に
「
一
願
の
護
摩
」
と
呼
ば
れ
、
参
詣
す
る
と
一
つ
の
願

い
が
叶
う
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
西
行
寺
跡

伏
見
区
竹
田
西
内
畑
町(

地
蔵
堂
前)

さ
い
ぎ
ょ
う
じ
あ
と

こ
の
地
は
西
行
（
俗
名
佐
藤
義
清
）
が
鳥
羽
上
皇
の
北
面
の
武
士
で

さ
と
う
の
り
き
よ

あ
っ
た
頃
の
邸
宅
跡
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す

江
戸
時
代
に
は
庵
室(

西

。

行
寺)

が
建
て
ら
れ
、
境
内
に
は
月
見
池
・
剃
髪
堂
が
あ
り
ま
し
た
。

（

）

。

明
治
十
一

一
八
七
八

年
観
音
寺(

伏
見
区
竹
田
西
内
畑
町)

に
併
合

観
音
寺
に
は
西
行
法
師
像
と
い
わ
れ
る
坐
像
が
安
置
さ
れ
、
こ
の
地
に

は
西
行
寺
跡
を
示
す
石
標
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
城
南
宮

伏
見
区
中
島
鳥
羽
離
宮
町

じ
ょ
う
な
ん
ぐ
う

祭
神
は
息
長
帯
日
売
命
・
八
千
戈
神
・
国

常

立

尊
。
方
除
け
の
神

お
き
な
が
た
ら
し
ひ
め
み
こ
と

や
ち
ほ
こ
の
か
み

く
に
と
こ
た
ち
の
み
こ
と

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

創
建
は
諸
説
あ
り
、
平
安
京
遷
都
時
に
王
城
守
護
の
た
め
創
祀
さ
れ

た
と
も
、
城
南
寺
の
鎮
守
神
と
し
て
創
祀
さ
れ
た
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

毎
年
九
月
二
十
日
に
行
わ
れ
る
祭
礼
は
「
鳥
羽
城
南
寺
明
神
御
霊
会
」

ご

り

よ

う

え

と
呼
ば
れ
、
祈
雨
の
祈
願
や
競

馬
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

く
ら
べ
う
ま

（

）

（

）

、

応
徳
三

一
〇
八
六

年
鳥
羽
離
宮

鳥
羽
殿

が
造
営
さ
れ
る
と

そ
の
鎮
守
社
と
な
り
、
競
馬
や
流
鏑
馬
は
離
宮
の
年
中
行
事
と
し
て
引

や

ぶ

さ

め

き
継
が
れ
、
毎
年
五
月
に
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
行
事
に
名
を
借
り
て

「
流
鏑
馬
汰
へ
」
と
称
し
て
近
国
の
武

、
や

ぶ

さ

め

ぞ

ろ

士
を
城
南
寺
に
集
め
、
承
久
三
（
一
二
二
一
）
年
、
後
鳥
羽
上
皇
が
倒

幕
を
謀
っ
た
こ
と
（
承

久
の
乱
）
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

じ
よ
う
き
ゆ
う

そ
の
後
、
城
南
宮
は
鳥
羽
離
宮
の
衰
退
に
よ
っ
て
、
上
鳥
羽
・
下
鳥

羽
・
竹
田
三
か
村
の
産
土
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

う
ぶ
す
な
が
み

た
。

（

）

、

、

明
治
十

一
八
七
七

年

式
内
社
真
幡
寸
神
社
と
し
て
認
定
さ
れ

ま

は

た

き

社
名
を
改
め
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
再
び
城
南
宮

と
称
し
ま
し
た
。
真
幡
寸
神
は
平
安
京
遷
都
以
前
か
ら
こ
の
地
に
勢
力

。

、

を
張
っ
て
い
た
秦
氏
の
氏
神
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

真
幡
寸
神
社
は

現
在
城
南
宮
境
内
に
摂
社
と
し
て
本
殿
東
隣
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。


